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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年5月16日(2013.5.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　本発明の１つの実施形態では、分留装置は生産井に流体的に連通している。分留装置は
、重質留分が高圧流から分離されて軽質原油流及び重質留分流を形成するように、高圧流
を段階的方式で減圧でき、一方、ごく一部の回収流体は重質留分中で混和性を維持し、軽
質原油流はかなりの部分の回収流体を含有する。
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